
平成18年度　外国人特別研究員　採用者一覧
氏名・国籍 専攻分野 研　究　課　題受入研究者 採用期間

長濱　統彦
～

海生菌類の分子系統
海洋機構・研究員

24月間

2008/10/312006/11/ 1

エジプト

ABDEL-WAHAB, M.
A.

生物多様性・分類

永田　和宏
～

コラーゲン特異的分子シャペロンＨ
ＳＰ４７の新たな結合タンパク質の同
定

京大・再生医科学研究
所・教授 24月間

??

インド

AMERE, S. S. 細胞生物学

石浜　明
～

ゲノム転写の緊縮制御機構の解明
法大・工学（系）・教授

24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

インド

BANERJEE, S. 基礎ゲノム科学

岡本　仁
～

ゼブラフィッシュ神経系におけるシ
ナプス形成の分子細胞生物学的解
析

理研・
24月間

2008/ 9/202006/ 9/21

英国

CAMPBELL, D. S. 神経科学一般

筒井　和義
～

生殖機能を抑制する新規脳ホルモ
ンの発制御機構と作用機構広島大・総合科学・教

授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

バングラデシュ

CHOWDHURY, V. S. 形態・構造

長濱　嘉孝
～

メダカにおける卵巣分化の分子メカ
ニズムに関する研究自科機構・基礎生物学

研究所・教授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

中国

CUI, J. 形態・構造

藤吉　好則
～

電子線結晶学によるＶ－ＡＴＰａｓｅの
構造解析京大・理学（系）・教授

24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

ドイツ

GERLE, C. 構造生物化学

榎本　秀樹
～

ＧＤＮＦによる運動ニューロンサブタ
イプの発生制御理研・チームリーダー

24月間

2008/10/312006/11/ 1

米国

GOULD, T. W. 神経解剖学・神経病
理学

金子　邦彦
～

粘菌の細胞集団の確率的遺伝子発
現と閾値ダイナミクスの解析東大・総合文化・教授

24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

ドイツ

GREGOR, T. 生物物理学

川口　泰雄
～

大脳皮質の非錐体細胞サブタイプ
間における化学的・電気的結合の
機能的意義

自科機構・生理学研究
所・教授 24月間

2008/ 5/212006/ 5/22

米国

GULLEDGE, A. T. 神経科学一般

ハフマン　マイケル　ア
ラン ～

屋久島におけるニホンザルと寄生虫
を支える食物網の構造とエネルギー
論に関する研究

京大・霊長類研究所・
助教授 24月間

2008/ 9/282006/ 9/29

米国

HERNANDEZ, A. D. 生態・環境

篠崎　和子
～

環境ストレス時における植物の生長
制御機構の解明農林水産研・特定研究

主査 24月間

2008/10/ 12006/10/ 2

パキスタン

JAN, A. 植物生理・分子

藤　博幸
～

トレース残基の空間配置の相補性
評価によるタンパク質の相互作用予
測

九大・生体防御医学研
究所・教授 24月間

2008/ 9/282006/ 9/29

ネパール

K. C., D. B. 生体生命情報学

高木　正見
～

東アジア産マメゾウムシと寄主植物
との関係の進化的多様化九大・農学（系）・教授

12月間

2007/ 9/302006/10/ 1

フランス

KERGOAT, G. J. 生物多様性・分類

真野　純一
～

葉緑体での脂質ペルオキシド由来
のアルデヒド種の生成機構と光合成
阻害への関与

山口大・総合科学実験
センター・助教授 24月間

2008/10/152006/10/16

ロシア連邦

KHOROBRYKH, S. A. 植物生理・分子

永田　俊
～

琵琶湖深層における骨格的な栄養
循環を支配する新しい生態系メカニ
ズムの解明

京大・生態学研究セン
ター・教授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

韓国

KIM, C. 生態・環境

池原　健二
～

繊毛虫における翻訳終結因子の終
止コドン認識機構と遺伝暗号の進
化

奈良女・理学（系）・教
授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

ベトナム

KIM, O. T. 遺伝・ゲノム動態

和田　正三
～

葉緑体定位運動におけるシグナル
伝達と運動機構の解析自科機構・基礎生物学

研究所・特任教授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

韓国

KONG, S.-G. 植物生理・分子
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田中　啓二
～

ＭＡＰキナーゼによるオートファジー
の制御都医研・副所長

12月間

2007/ 6/ 22006/ 6/ 3

米国

LAINE, A. M. 細胞生物学

広瀬　茂久
～

新発見の多価ホルモン受容体の構
造と機能及び生理学的意義の解明東工大・生命理工学・

教授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

バングラデシュ

NAG, K. 動物生理・行動

高山　誠司
～

アブラナ科植物の自家不和合性に
関わる情報伝達因子の同定と解析奈良先端大・バイオサイ

エンス・助教授 24月間

2008/ 3/312006/ 4/ 1

タイ

NAKAYAMA, P. 植物生理・分子

岡田　典弘
～

Ｓａｕｒｉａ　ＳＩＮＥの挿入を指標とした
ヘビ類の起源解明東工大・生命理工学・

教授 24月間

2008/ 4/282006/ 4/29

ドイツ

PISKUREK, O. 生物多様性・分類

岩崎　博史
～

分裂酵母の相同組換えにおけるＦｂ
ｈ１ヘリケースの機能解析横市大・総合科学・助

教授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

バングラデシュ

SIDDIQUE, M. P. 遺伝・ゲノム動態

西村　幹夫
～

植物ペルオキシソームの機能分化
自科機構・基礎生物学
研究所・教授 24月間

2008/11/192006/11/20

インド

SINGH, T. 植物生理・分子

真木　寿治
～

大腸菌および緑膿菌のＤｉｎＢ蛋白
質と相互作用する蛋白質群のプロ
テオミック解析

奈良先端大・バイオサイ
エンス・教授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

インド

SONAWANE, A. M. 分子生物学

川上　浩一
～

ゼブラフィッシュ胚における活動依
存的な脊椎介在ニューロン形成情シ機構・国立遺伝学

研究所・助教授 24月間

2008/ 8/312006/ 9/ 1

ベネズエラ

SUSTER, M. L. 発生生物学

草野　友延
～

植物ストレス応答におけるＬＩＰ１９関
連転写因子の機能的役割の解明東北大・生命科学・教

授 24月間

2008/ 9/302006/10/ 1

韓国

YANG, S.-H. 植物生理・分子

若槻　壮市
～

細胞内輸送と翻訳後修飾における
タンパク質－タンパク質相互作用の
構造・機能解析

高エネ研・物質構造科
学研究所・教授 24月間

2008/ 6/232006/ 6/24

エジプト

YOUSEF, M. S. 生物物理学
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